














はじめに 

極小未熟児を母乳で哺育した場合,低リン血症を合併することが多く,X 線上では高頻度に

骨端のくる病変化(rickets)や骨の希薄化(osteopen-ia)がみられることは広く知られてい

る。その原因のひとつとして,母乳中のカルシウム,リン,ビタミン D含量の不足,特にリン

不足は重要であり,リンを supplement することのみによって,骨変化の改善が得られたと

の報告もみられる。そこで,我々は,リン添加母乳で極小未熟児を哺育し,血中,尿中の生化

学的データ,くる病発症率と重症度,骨成長,橈骨 Microdensitometry 法による Bone 

Mineral Content について,母乳栄養との比較検討を行ない,若干の知見を得たので報告す

る。 


